


















































 「対話的自己」論はハーマンスらによって 1993 年に刊行された The Dialogical Self のなかで展開
された論であり、2006 年に溝上らによって訳書『対話的自己―デカルト/ジェームズ/ミードを超え
て』として出版され、溝上(2008)等で既に検討がなされている。 
 この「対話的自己」論は、W.ジェームズや G.H.ミードらの自己論を基としながら、そこに M.バ
フチンの「多声性」の考え方を統合させた自己論である。「自己」を「複数の I ポジション」として
捉え、またその I ポジションを移動しながら、他の I ポジションとの間で対話が行われると説明す
る。I ポジションとは下の図１(溝上,2008,p114)に黒丸(●)で示されているような様々なポジション
のことである。下の「対話的自己における内部・外部ポジションと外界」の図は自己内における様々
















る。というよりも、「分権化された多声性 decentralized manyness」の I ポジションであり、それ



































































































































 ６ 読者の自己内対話の過程の検討 
 以上のような問題意識を基に、読者の自己の複数性に目を向け、読者の自己内対話の過程を明ら


















 質問項目については、以下の 8 つについて答えてもらった。 
質問１ 文章を読んでの感想を教えてください。 
質問２ 登場人物の「千春」についてあなたはどのように評価しますか。 
    左の１～４の中からもっともあてはまるものに○をつけてください。 
   好き                           嫌い 
 














 ①「藤島さんの来る日」を各自で黙読してもらう。（5 分） 
②質問 1 に記入してもらう。(5 分) 
③質問 2 に記入してもらう。(1 分) 
④質問 3 に記入してもらう。(3 分) 
⑤質問 4 に記入してもらう。(2 分) 
⑥質問 5 に記入してもらう。(6 分) 
⑦質問 6 に記入してもらう。(6 分) 
⑧質問 7 に記入してもらう。(5 分) 




 質問 1・質問 8 に関しては全体の感想を聞くものである。調査前後の感想の変化をとらえるため
に設定したものである。 
 質問 2～7 に関しては登場人物「千春」に関する質問である。先にも述べたように、「登場人物」
は読者が自らを見つめたり振り返ったりするにあたって重要な要素であるため、ここではこのよう
な質問を設定した。以下に質問 2～7 の設問の意図を述べる。 
 質問 2 は調査協力者の立つＩポジションを明確にするための手続きとしての質問である。これを
踏まえて質問 3 において調査協力者が自らの立つＩポジションを明示しやすいようにしている。こ
こでは 3 つのポジションを挙げてもらっている。質問 4 においては、どのポジションが調査協力者
のなかで権威的(声の大きい)ポジションであるのかを判定するために設定した。質問 5 においては

































 質問 7・8 において「自らが千春に共感するのはなぜか」という視点からの記述が多くみられる。 
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